
暫

裔

唯

撃

陣

全

日

本

実

業

柔

道

団

体

対

抗

大

会

報

告

書

旭
化
成
が
３
年
連
続
１０
度
目

女
子
は
ミ
キ
ハ
ウ
ス
６
年
ぶ
り
７
度
目

厚
生
労
働
大
臣
杯
争
奪
第
５４
回
全
日
本
実
業
柔

道
団
体
対
抗
大
会
は
、
５
月
２９
日
（土
）、
３０
日
（日
）

の
両
日
、
平
成
１９
年
の
国
体
の
会
場
と
な
る
秋
田

県
立
武
道
館
の
落
成
記
念
大
会
と
し
て
秋
田
市
で

開
催
さ
れ
た
。

参
加
テ
ー
ム
は
男
子
８７
ヽ
女
子
１４
の
計
‐０‐
チ
ー

ム
。
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
代
表
選
手
も
顔
を
見

せ
て
８
試
合
場
の
大
会
場
は
大
変
な
賑
わ
い
と
な

っ
た
。
秋
田
県
で
は
１
９
８
７

（昭
和
６２
）
年
に

第
３７
回
大
会
が
開
催
さ
れ
て
以
来
、
１７
年
ぶ
り
２

度
目
の
挙
行
と
な

っ
た
。

開
会
式
で
は
年
間
優
秀
選
手
の
表
彰
が
あ
り
、

永
野
重
雄
杯
が
２
０
０
３
年
世
界
柔
道
選
手
権
大

会
‐００
ｋｇ
級
優
勝

・
平
成
１５
年
度
全
日
本
柔
道
選
手

権
大
会
優
勝
の
井
上
康
生
５
段

（綜
合
警
備
保
障
）

と
、
同
無
差
別
級
優
勝

・
同
準
優
勝
の
鈴
木
桂
治

５
段

（平
成
管
財
）
に
送
ら
れ
た
。
ま
た
、
宮
崎

輝
杯
は
同
世
界
柔
道
選
手
権
大
会
４８
ｋｇ
級
優
勝
の

谷
亮
子
４
段

（ト
ヨ
タ
自
動
車
）
と
、
同
じ
く
７０

ｋｇ
級
優
勝
の
上
野
雅
恵
４
段

（三
井
住
友
海
上
）

が
受
賞
し
た
。

ま
た
、
特
別
功
労
賞

（２０
回
出
場
）
、
功
労
賞

（・５
回
出
場
）
の
表
彰
も
行
わ
れ
た
。
（別
記
）

初
日
は
男
子
第
三
部
で
峰
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
地
元
秋
田
県
警
察
を
３
１
２
で
退
け
初
出
場
初

優
勝
を
飾

っ
た
。

女
子
第

一
部
は
セ
コ
ム
が
加
わ
り
４
年
ぶ
り
に

５
テ
ー
ム
で
の
リ
ー
グ
戦
と
な
っ
た
が
、
ミ
キ
ハ

ウ
ス
、
コ
マ
ツ
、
三
井
住
友
海
上
が
と
も
に
３
勝

１
敗
の
激
戦
の
中
、
負
け
数
差

・
内
容
差
に
よ
り

ミ
キ
ハ
ウ
ス
が
６
年
ぶ
り
７
度
目
の
優
勝
を
飾

っ

た
。最
終
日
は
男
子
第

一
部
で
旭
化
成
Ａ
が
日
本
中

央
競
馬
会
を
３
１
２
の
接
戦
で
制
し
、
３
年
連
続

１０
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

男
子
第
二
部
は
京
葉
ガ
ス
が
無
失
点
で
決
勝

ヘ

進
み
、
セ
コ
ム
に
も
５
１
０
と
完
勝
。
１７
年
前
、

秋
田
大
会
で
優
勝
し
て
以
来
、
３
回
目
の
優
勝
を

飾

っ
た
。

女
子
第
二
部
は
松
前
柔
道
ク
ラ
ブ
が
関
西
医
療

学
園
付
属
整
骨
院
に
３
１
０
で
勝
ち
、
２
連
覇
を

達
成
し
た
。

開会式であいさつする阿南惟正副会長

開会式で歓迎のあいさつをする寺田典城秋田県知事

選手宣誓をする繁昌久哲選手 (旭化成)

来
年
度
の
大
会
は
、
１
９
６
４

（昭
和
３９
）
年

に
旧
富
士
製
鉄
体
育
館
で
挙
行
さ
れ
た
第
９
回
大

会
か
ら
４０
年
ぶ
り
２
度
目
の
姫
路
市
で
の
開
催
と

な
る
。
兵
庫
県
と
し
て
は
５
年
ぶ
り
８
度
目
の
開

催
。



旭
化
成
　
チ
ー
ム

一
丸
で

３
連
覇
達
成
１０
度
目
Ｖ

準
決
勝
、
旭
化
成
対
新
日
鐵
、
伝
統
を
誇
る
両

チ
ー
ム
の
戦
い
は
３
１
１
で
旭
化
成
が
決
勝
戦
進

出
。
対
す
る
は
準
決
勝
で
了
徳
寺
学
園
に
１
１
①

の
内
容
差
、
劇
的
な
逆
転
勝
利
の
末
決
勝
戦
に
進

ん
だ
日
本
中
央
競
馬
会
。

先
鋒
、
高
橋
、
大
下
共
に

「指
導
」
の
あ
と
、

今
大
会
絶
好
調
の
高
橋
が
積
極
的
に
責
め
続
け
た
。

組
み
際
、
高
橋
が
放

っ
た
大
外
刈
り
が
鮮
や
か
に

決
ま
り
、
旭
化
成
幸
先
の
良
い
勝
ち
点
を
上
げ
る
。

次
鋒
、
松
山
対
本
郷
。
巨
漠
松
山
が
前
に
出
る

が
な
か
な
か
技
が
出
な
い
。
両
者
に

「指
導
」
。

そ
の
後
も
両
者
に

「指
導
２
」
。
緊
迫
し
た
空
気

の
中
で
、
前
に
出
る
松
山
に
対
し
本
郷
が
右
内
股

を
う
ま
く
あ
わ
せ
る
と
見
事
に
決
ま
リ
ポ
イ
ン
ト

が
並
ん
だ
。

中
堅
、
中
村
対
向
川
。
激
し
い
組
み
手
争
い
に

両
者

「指
導
」
。
向
川
奥
襟
を
取
り
に
前
に
出
る
。

中
村
が
切
っ
て
は
離
れ
巧
み
に
勝
機
を
伺
う
が
、

中
村
の
み
に

「指
導
２
」
。
そ
の
後
も
両
者

「指

導
」
が
累
積
さ
れ
る
。
後
が
な
く
な
っ
た
中
村
で

は
あ
る
が
、
積
極
的
な
攻
撃
が
見
ら
れ
な
い
。
さ

ら
に
両
者

「指
導
」
、
最
終
的
に
中
村
の
反
則
負

け
。
Ｊ
Ｒ
Ａ
が
２
１
１
で
リ
ー
ド
す
る
。

続
く
副
将
戦
は
中
堅
戦
の
逆
の
展
開
と
な
っ
た
。

両
者

「指
導
」
の
あ
と
、
旭
化
成
主
将
の
繁
昌
は

右
奥
襟
を
と
っ
て
前
に
出
る
。
谷
口
左
内
股
で
応

戦
す
る
も

「指
導
２
」
が
与
え
ら
れ
る
。
ポ
イ
ン

ト
で
リ
ー
ド
さ
れ
た
谷
日
は
タ
イ
ミ
ン
グ
を
伺
う

が
、
な
か
な
か
決
め
手
と
な
る
技
が
出
な
い
。
両

者
け
ん
制
の
し
あ
い
。
結
局
そ
の
後
も
両
者
に

「指

導
」
が
累
積
さ
れ
、
谷
日
の
反
則
負
け
。
こ
こ
で

決
め
た
か
っ
た
Ｊ
Ｒ
Ａ
は
痛
い
失
点
。
旭
化
成
同

点
に
追
い
つ
い
た
。

大
将
戦
、
斉
藤
右
組
対
猿
渡
左
組
の
ケ
ン
カ
４

つ
。
両
者

「指
導
２
」
ま
で
、
組
み
手
争
い
に
終

始
す
る
。
共
に
ポ
イ
ン
ト
に
つ
な
が
る
よ
う
な
攻

撃
が
見
え
ず
終
盤
に
さ
し
か
か
る
。
こ
の
ま
ま
代

表
戦
で
の
決
着
か
と
思
わ
れ
た
。

し
か
し
、
残
り
４５
秒
、
前
に
出
る
斉
藤
に
対
し
、

不
注
意
に
下
が
っ
た
猿
渡
に

「場
外
指
導
」
。
劇

的
な
勝
利
で
勝
ち
上
が
っ
て
き
た
Ｊ
Ｒ
Ａ
は
夢
か

な
わ
ず
涙
を
飲
ん
だ
。

中
堅
、
副
将
戦
と
歯
が
ゆ
い
試
合
が
続
い
て
い

た
だ
け
に
な
ん
と
も
あ
っ
け
な
い
幕
切
れ
と
な
っ

た
。旭
化
成
は
今
大
会
、
主
力
選
手
を
欠
い
て
い
た

が
、
中
村
監
督
自
ら
出
場
し
、
チ
ー
ム
ヮ
ー
ク
で

勝
ち
取
っ
た
嬉
し
い
３
連
覇
達
成
で
あ
る
。

■
優
勝
監
督
コ
メ
ン
ト旭
化
成

中

村

佳

央

今
回
の
優
勝
は
去
年
以
上
に
う
れ
し
い
。
今
回

は
怪
我
の
た
め
窪
田
と
村
元
を
欠
い
て
い
た
。
松

山
も
足
首
を
怪
我
し
て
い
た
た
め
本
調
子
で
は
な

く
、
厳
し
い
試
合
に
な
る
こ
と
は
予
想
し
て
い
た
。

練
習
量
な
ら
ど
こ
に
も
負
け
な
い
自
信
と
、
全
員

の
何
と
し
て
も
勝
ち
た
い
と
い
う
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

で
苦
し
い
試
合
を
乗
り
切
れ
た
。
自
分
も
フ
ル
出

場
し
、
選
手
に
刺
激
を
与
え
ら
れ
れ
ば
と
、
気
持

ち
だ
け
で
戦

っ
た
。

今
日
は
優
勝
で
き
た
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は

３
名
出
場
す
る
の
で
本
当
に
嬉
し
い
。
こ
れ
か
ら

も
気
を
引
き
締
め
て
抜
か
り
な
い
よ
う
日
々
努
力

し
て
い
き
た
い
。

こ
れ
か
ら
は
、
監
督
に
専
念
し
て
、
選
手
の
育

成
に
力
を
入
れ
て
い
く
た
め
、
今
日
で
現
役
は
引

退
す
る
。

高橋の大外刈がきれいに決まる

_`とL淀彎
十
 1

胴上げされる中村監督

第一部優勝の旭化成チーム



男子第一部成績表

優 勝 旭 化 成 A
準優勝 日本中央競馬会
第 3位 新 日 本 製 鐵

第 3位 了 徳 寺 学 園

旭 化 成 A l 7平 成 管 財

日本道路公団 2 8 セ コ ム

九 州 電 力 3 9 了徳寺学園

新日本製鐵 4 10 綜合警備保障A

綜合警備保障B 5 11旭 化 成 B

ダ イ コ ロ 6 12 日本中央競馬会

第 1試合

旭 化  成  A
O中 村 佳 央 5段

繁 昌 久 哲 5段

○高 橋 宏 明 4段

松 山  毅 4段
○斎 藤 常J剛 4段

第 2試合

了 徳 寺 学 園

廣 川 充 志 3段

飛 塚 雅 俊 4段

大 村 昌 弘 3段

○有 サ
「
1光 誠 4段

奸 沢 優 太 3段

旭 化 成  A
O高 橋 宏 明 4段

松 山  毅 4段
中村 佳 央 4段

○繁 昌久 哲 5段

○斎 藤 制 剛 4段

【準 決 勝】

3-1新 日 本 製 鐵

優勢勝ち 落 合 幸 治 3段
両者反則負け 二 本寸  学 4段
大 外 刈 出 口健 三 4段

合わせ技 永 井 亮 平 4段○
隅  返 高 橋 徳 三 4段

1-① 日本中央競馬会

―
谷 口繁 晴 3段

―
本 郷 匡道 3段

両者反則負け 向 サ|1  肇 3段

内 股 透 藤 本 博 史 4段

崩上四方固 猿 渡 琢 海 3段○

【決   勝】
3-2

大 外 刈

内  股
反則勝ち

反則勝ち

優勢勝ち

日本 中央競馬会

大 下 大 介 4段

本 郷 匡 道 3段○

向 ナ|1 肇 3段○

谷 口繁 晴 8段

猿 渡 琢 海 3段
九州電力、綜合警備保障 B、 セコム、旭化成 Bの 4チームは
次年度第二部に降格する

平成 15年度

〔永野重雄杯〕  井

鈴

〔宮崎 輝杯〕

年間優秀選手

上 康 生 鯨 合警備保障)

木 桂 治 鮮成管財)

谷  亮 子 (ト ヨタ自動車)

上 野 雅 恵 ⊂井住友海上火災保陀

特別功労賞

佐藤美智也

高橋 竜二
相馬 昌平

功 労 賞
岡本  晃
中川 久幸

(20回出場)

(王子製紙 )

(三洋電機)

(東  芝)

(15回出場)

(ト ヨタ自動車)

(ト ヨタ自動車)

［男
子
］

［女
子
］

（旭
化
成
Ａ
）

（
　

″
　

）

（日
本
中
央
競
馬
会
）

（京
葉
ガ
ス
）

（
　

〃
　

）

（セ
コ
ム
）

（峰
コ
ー
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

（　
　
　
　
″
　
　
　
　
）

（秋
田
県
警
察
）

（ミ
キ
ハ
ウ
ス
）

（
コ
マ
ツ
）

（松
前
柔
道
ク
ラ
ブ
）

（　
　
　
〃
　
　
　
）

第

一
部

一局
橋

宏

明

斎

藤

制

剛

向

川

　

肇

第
二
部

中

濱

真

吾

市

川

裕

治

松

前

　

豊

第
二
部
　
保

立

　

勝

松

崎

佑

輔

川

井

　

巧

第

一
部

薪

谷

　

翠

渡

邊

美

奈

第
二
部
　
上寸
山

　

茜

江

日
申
　

啓

永

井

亮

平

翁
日
本
製
鬱

有

川

光

誠

↑
徳
寺
学
□

織

茂

道

夫

策
一給

防
庄

山

下

明

善

貧
イ

滋
ｇ

藤

原

弘

幸

黛
南
柔
套

ι

三

熊

裕

也

貧

日
本
旅
客
鉄
蚕

）

上

野

順

恵

全
井
住
友
海
上
火
災
懸

松

本

貴

子

禽
西
医
療
学
園
附
属
整
晟



京
葉
ガ

ス
が
無
失
点

で
制
す

第

一
部
復
帰
を
目
標

に

一
致
団
結

第
二
部
は
２５
チ
‐
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
決
勝
戦

は
無
失
点
で
勝
ち
あ
が
っ
て
き
た
京
葉
ガ
ス
。
対

す
る
は
失
点
１
で
勝
ち
上
が
っ
て
き
た
セ
コ
ム
と

の
対
戦
と
な
っ
た
。

先
鋒
、
草
刈
対
松
原
。
草
刈
が
先
に
谷
落
し
を

仕
掛
け
、

「効
果
」
を
奪
う
。
松
原
も
挽
回
せ
ん

と
、
巴
投
げ
な
ど
で
果
敢
に
責
め
続
け
る
が
ポ
イ

ン
ト
に
繋
が
ら
ず
逃
げ
切
ら
れ
る
。

次
鋒
戦
、
中
濱
の
足
技
が
冴
え
て
い
た
。
出
足

払
い
で

「効
果
」
を
奪
う
と
、
竹
田
は
袖
釣
り
込

み
腰
、
巴
投
げ
な
ど
反
撃
に
出
る
が
、
中
濱
冷
静

に
防
ぐ
。
両
者
組
み
合

っ
て
場
外
線
で
横
移
動
。

中
濱
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
良
い
支
え
釣
り
込
み
足
が

見
事
に
決
ま
り

「
一
本
」
。
京
葉
ガ
ス
２
１
０
と

リ
ー
ド
す
る
。

中
堅
戦
。
新
鋭
市
川
は
、
落
合
に
開
始
早
々
大

内
刈
り
で

「有
効
」
ポ
イ
ン
ト
を
先
制
さ
れ
る
。

こ
こ
か
ら
の
市
川
の
反
撃
は
早
く
、
小
外
掛
け
で

倒
し

「技
有
」
。
そ
の
ま
ま
が
っ
ち
り
横
四
方
固

め
で

「技
有
」
合
技
。
こ
の
瞬
間
京
葉
ガ
ス
の
１７

年
ぶ
り
嬉
し
い
優
勝
が
決
ま
る
。

副
将
戦
は
２３
歳
の
新
鉤
古
賀
対
ベ
テ
ラ
ン
丸
山
。

攻
防
に
見
る
べ
き
も
の
が
な
く
双
方

「指
導
３
」

と
な
る
。
両
者
後
が
な
い
。
丸
山
チ
ャ
ン
ス
と
ば

か
り
に
内
股
に
入
る
が
、
古
賀
に
う
ま
く
か
わ
さ

れ
、
内
股
透
か
し
が
決
ま
る
。

「技
有
」
総
合
勝

一スク。大
将
、
山
岸
対
笠
原
の
対
戦
。
笠
原
は
右
半
身

に
構
え
山
岸
の
胴
を
つ
か
み
、
右
小
外
に
深
く
飛

び
つ
い
た
と
こ
ろ
を
山
岸
が
前
に
出
て
払
い
腰

「
一

本
」
。
京
葉
ガ
ス
５
戦
完
勝
で
第

一
部
復
帰
を
飾

る
。

■
優
勝
監
督
コ
メ
ン
ト
京
葉
ガ
ス
　
山

岸

裕

二

こ
の
メ
ン
バ
ー
な
ら
絶
対
い
け
る
と
狙
っ
て
い

た
し
、　
一
戦

一
戦
選
手
同
士
で
相
談
し
て
戦

っ
た
。

合
宿
も
こ
な
し
、
第

一
部
に
戻
る
事
を
目
標
に

一
致
団
結
で
き
て
と
て
も
い
い
ム
ー
ド
で
大
会
に

臨
め
た
。
先
鋒
が
流
れ
を
作
れ
た
事
が
優
勝
に
繋

が
っ
た
と
思
う
。

秋
田
は
過
去
に
Ｖ
２
し
た
土
地
で
も
あ
り
、
ゲ

ン
が
い
い
と
張
り
切
っ
た
の
も
勝
因
か
も
し
れ
な

い
。
（笑
）

勝】

京 葉 ガ ス 5-0セ  コ  ム
○草刈基 明 3段 谷  落 松原  豊 3段
○中濱真吾 4段 支釣込足 竹 田 寛 3段
○市川裕治 3段 合わせ技 落合雄太 3段

○古賀崇裕 3段 総合勝ち 丸 山昌孝 4段
○山岸裕二 5段 払  腰 笠原丈孝 3段

男 子 第 二 部 成 績 表

優 勝 京 葉 ガ ス  第 3位 東 京 消 防 庁

準優勝  セ  コ ム  第 3位 東 レ ・ 滋 賀
以上の 4チームは次年度第一部 に昇格する

東 京 消 防 庁 1

東日本電信電話・東京 2

ミ ツ ウ ロ コ 3

7徳 寺 学 園 4

東 洋 水 産 5

日 本 通 運 A6

京 葉 ガ ス 7

トヨタ 自動 車 8

ダ イ コ ロ 9

九 州 電 力 10

三菱重工業・名古屋 11

豊 田 自動織 機 12

13東 レ ・ 滋 賀

14三 菱 化 学 物 流

15高 宮 接 骨 院

16 王子製紙・苫小牧

17日 本 通 運 B

18 1    M   S

19日 本 道 路 公 団

20 1嘴惜ミヤザワメディカルカレブ

21大 京 フ ー ズ

22本 田技研・熊本

23東      芝

24近 畿 通 関

25 セ  コ  ム

第二部優勝の京葉ガステーム

古賀、内股透かしで総合勝ち



峰
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
初
出
場
Ｖ

エ
ン
ト
リ
１
５０
チ
‐
ム
の
う
ち
、
地
元
特
別
参

加
が
Ｈ
チ
ー
ム
。
決
勝
戦
は
初
出
場
の
峰
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
対
地
元
秋
田
県
警
察
と
の
対
戦
と
な

っ
た
。
先
鋒
、
加
藤
が
右
内
般
、
小
内
刈
り
、
愛
澤
が

も
ろ
手
刈
り
、
肩
車
と
低
く
責
め
両
者
の
攻
防
が

続
く
。
加
藤
が
放

っ
た
小
内
刈
り
が

「有
効
」
と

な
り
秋
田
県
警
察
先
制
ポ
イ
ン
ト
。

次
鋒
戦
、
先
に
保
立
（勝
）
が
左
大
内
刈
り
で

「有

効
」
を
と
る
。
関
、
挽
回
せ
ん
と
果
敢
に
責
め
る

が
、
保
立
の
裏
投
げ
に

「
一
本
」
取
ら
れ
る
。
こ

れ
で
１
１
１

中
堅
戦
、
組
ん
で
直
ぐ
に
保
立
（淳
）
は
堀
井
か

ら
右
小
内
刈
り
で

「効
果
」
を
と
る
。
そ
の
後
組

み
手
争
い
が
繰
り
返
さ
れ
、
両
者

「指
導
３
」
ま

で
累
積
さ
れ
る
。
堀
井
は
大
内
刈
り
で
反
撃
す
る

が
時
間
切
れ
。
峰
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
２
１
１
で

リ
ー
ド
。

副
将
戦
は
川
井
が
右
内
股
で
攻
め
る
と
、
水
口

は
谷
落
し
な
ど
で
応
戦
す
る
。
水
日
は
や
や
変
則

気
味
の
防
御
だ
が
、
互
い
に
組
み
合
わ
ず
両
者

「指

導
３
」
ま
で
追
い
込
ま
れ
る
。
最
後
は
積
極
的
な

攻
め
が
見
ら
れ
な
い
水
日
に

「反
則
負
け
」
が
宣

告
。
２
１
２
だ
が
内
容
差
で
秋
田
県
警
察
が

一
歩

リ
ー
ド
。
大
将
戦
は
引
き
分
け
で
も
県
警
の
勝
ち
。

俄
然
地
元
の
応
援
も
盛
り
上
が
る
。

大
将
戦
、
背
水
の
陣
と
な
っ
た
松
崎
は
右
内
股
、

一
本
背
負
い
で
猛
攻
。
こ
れ
に
対
し
袴
田
も
冷
静

に
応
戦
す
る
が
、
足
払
い
を
返
さ
れ
潰
さ
れ
て
し

ま
う
。
そ
の
ま
ま
後
ろ
袈
裟
固
め

「
一
本
」
。
峰

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
初
優
勝
と
な
る
。

後袈裟固で逆転優勝を決めた松崎

■
優
勝
監
督
コ
メ
ン
ト

峰
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

水

口

清

吾

４
月
に
入
社
し
た
メ
ン
バ
ー
が
柔
道
を
や
っ
て

い
た
の
で
チ
ー
ム
を
結
成
。
西
日
本
実
業
国
仏
対

抗
大
会
で
は
準
決
勝
で
綜
合
警
備
保
障
に
２
１
１

で
負
け
た
が
、
今
日
は
優
勝
で
き
て
嬉
し
い
。

勝】【決

男 子 第 二 部 成 績 表

イ憂 勝  峰コーポレーション  第 3位  県南柔友会・秋田A
準優勝  秋 田 県 警 察   第 3位 東 日本旅客鉄道 A
峰コーポ レーション、東 日本旅客鉄道 Aの 2チームは
次年度第二部に昇格する

東京海上火災保険 1
県南柔友会・秋田A 2
大 阪 ガ ス 3

新日本製鐵・本社 4
東日本旅客鉄道B 5
ツ ク バ 計 画 6

赤門柔道倶楽部 7
ミ ナ ミ A 8
東 京 電 力 9

N    Y    K  10

三 洋 電 機 11

東京都柔道接骨師会 12

新日本製鐵・君津 13

東北綜合警備保障・秋田 14

セントラル警備保障 15

秋 田 県 警 察 16

日立製作所・日立 17

」FE東 日本製鉄所 18

セコム上信越 B 19
ミ ナ ミ B 20
帝 人 ・ 松 山 21

松前柔道クラブ 22

東 レ ・ 滋 賀 23

秋田県柔道整復師会 24

羽田タートルサービス 25

秋 田 県 警 察 2-3峰 ヨ ポレーション

○加 藤 大 輔 3段 小 内 刈 愛 澤  匡 2段
関  知 範 3段 裏  投 保 立  勝 3段○
堀 井  誠 3段 小 内 刈 保 立  淳 2段○
○ )「
「
井  巧 4段 反則勝ち 水 口清 吾 3段
袴 田祐 樹 盗段 後袈裟固 松 崎 佑 輔 3段○

26戸 高 鉱 業 社
27山 形 市 役 所
28 セコム上信越 A
29 県南柔友会・秋田C

30 新日本製鐵・名古屋

31 関西医療学目附属整骨院

32 ミ ナ ミ C
33 日本エースサポート
34 東日本旅客鉄道A

35 ファースト引越センター

36 新日本製鐵・大分

37 日柔整請求サービス連盟

38秋 田 刑 務 所
39 峰コーポレーション

40 辞馬綜合ガードシステム

41北 陸 電 力
42ア イ シ ン精 機
43ミ  ズ  ノ
44 東     芝
45金 田 整 骨 院
46 」AKE・ JAPAN
47 新日本製鐵・光
48ク ラ レ 岡 山
49 +全会 ,十全病院
50 県南柔友会・秋田B

第二部優勝の峰コーポレーションチーム

峰
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ



ミ
キ
ハ
ウ
ス
６
年
ぶ
り
７
度
目

コ
マ
ツ
、
三
井
住
友
海
上
の
３
強
が
激
戦

リ
ー
グ
戦
で
行
わ
れ
た
女
子
第

一
部
は
、
途
中

経
過
も

一
体
ど
の
試
合
が
優
勝
戦
に
な
る
の
か
判

断
で
き
な
い
ほ
ど
最
後
の
最
後
ま
で
優
勝
の
行
方

が
混
沌
と
し
て
い
た
。

コ
マ
ツ
　
②
１
２
　
一三
井
住
友
海
上

先
鋒
吉
成
対
岩
藤
。
両
者
指
導
の
あ
と
、
岩
藤

小
外
刈
り

「効
果
」
を
と
る
。
次
鋒
宝
は
茂
木
に

対
し
朽
木
倒
し

「効
果
」
、
体
落
し

「有
効
」
と

連
発
。
茂
木
反
撃
に
で
る
が
時
間
切
れ
。
中
堅
、

新
鋭
の
渡
辺
は
徳
久
に
対
し
背
負
い
投
げ
で

「有

効
」
。
副
将
谷
本
対
上
野
（順
）
は
両
者

「指
導
」

の
後
、
上
野
の
体
落
し

「効
果
」
と
な
る
。
大
将

戦
、
内
容
差
で
リ
ー
ド
し
て
い
る
コ
マ
ツ
の
松
崎

対
、
何
と
か
挽
回
し
た
い
貝
山
だ
が
、
両
者
ポ
イ

ン
ト
に
繋
が
る
技
が
で
ず
引
き
分
け
。

ミ
キ
ハ
ウ
ス
　
２
１
０
　
コ
マ
ツ

先
鋒
、
次
鋒
と
も
引
き
分
け
。
続
く
中
堅
戦
、

古
賀
が
組
際
に
谷
本
（育
）
か
ら
出
足
払
い

「効
果
」

を
と
り
そ
の
ま
ま
逃
げ
切
る
。
副
将
、
元
世
界
女

王
前
田
は
最
年
少
１８
歳
の
渡
辺
と
対
戦
。
激
し
い

攻
防
が
続
く
が
決
め
て
が
な
く
引
き
分
け
。
大
将

戦
、
完
全
復
調
し
た
と
見
え
る
薪
谷
は
松
崎
を
見

事
な
小
外
刈
り
で

「
一
本
」
。

三
井
住
友
海
上
　
３
１
１
　

ミヽ
キ
ハ
ウ
ス

先
鋒
岩
藤
が
鍛
冶
を
大
外
刈
り
で

「
一
本
」
。

次
鋒
横
澤
は
藤
原
に
指
導
勝
ち
。
中
堅
徳
久
対
前

田
は
両
者

「指
導
」
の
あ
と
果
敢
に
攻
め
あ
う
が

引
き
分
け
。
副
将
上
野
（順
）
は
古
賀
を
大
外
落
し

で

「有
効
」
を
と
る
。
大
将
戦
、
貝
山
は
安
定
し

た
試
合
内
容
の
薪
谷
に
内
股

「
一
本
」
取
ら
れ
る
。

３
チ
ー
ム
の
戦
力
が
横

一
戦
で
、
３
勝
１
敗
で

並
ん
だ
最
終
結
果
は
負
数
差
１
、　
一
本
勝
ち
差
１

で
順
位
が
決
ま
っ
た
。
ミ
キ
ハ
ウ
ス
６
年
ぶ
り
の

優
勝
に
喜
び
を
か
み
締
め
た
。

ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
代
表
の
う
ち
、
唯

一
出

場
し
た
横
澤
由
貴

（三
井
住
友
海
上
）
は
４
試
合

の
う
ち
、
三
試
合
に
出
場
し
勝
ち
点
を
上
げ
た
。

■
優
勝
監
督
コ
メ
ン
ト

ミ
キ
ハ
ウ
ス

日

蔭

暢

年

こ
れ
ま
で
は
選
手
が
そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
場
所

で
の
練
習
を
認
め
て
き
た
。
そ
れ
を
本
社
ス
タ
ジ

ア
ム
に
集
合
さ
せ
て
練
習
を
積
ん
で
き
た
の
で
、

テ
ー
ム
の
ム
ー
ド
が
良
か
っ
た
。
団
答
戦
の
難
し

さ
は
１
点
取
ら
れ
た
ら
２
点
取
り
返
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
こ
ろ
。
必
ず
最
後
に
薪
谷
が
と
っ
て

く
れ
る
と
い
う
安
心
感
も
加
わ
り
、
団
結
で
き
た

事
が
最
大
の
勝
因
。
就
任
し
て
初
め
て
の
優
勝
で

嬉
し
い
。

【主な対戦結果】

コ  マ  ツ ② -2三 井 住 友 海 上

吉 成 麗 子 3段 小 外 刈 岩 藤 理 恵 初段○
○宝  寿 栄 2段 体  落 茂 木 仙 子 2段

○渡 邊 美 奈 初段 背 負 投 徳 久  瞳 初段
谷 本 育 実 2段 体  落 上 野 順 恵 初段○
松備みずほ 2段 

―
 貝 山 仁 美 3段

ミ キ ハ ウ ス 2-0
鍛 冶 宏 美 3段

―
藤 原 知 代 3段   ―
古 賀 幸 恵 2段 出 足 払

前 田桂 子 3段
―

○薪 谷  翠 3段 小 外 刈

三 井 住 友 海 上 3-1
0岩 藤 理 意 初段 大 外 刈
○横 澤 由貴 2段 優勢勝ち
徳 久  瞳 初段

―
○上 野 順 恵 初段 大 外 落
貝 山 仁 美 3段 内  股

コ   マ  ツ
吉 成 麗 子 3段

宝  寿 栄 2段
谷 本 育 実 2段

渡 遇 美 奈 初段

松崎みずほ 2段

ミ キ ハ ウ ス

鍛 冶 宏 美 3段

藤 原 知 代 3段

前 田 桂 子 3段

古 賀 幸 恵 2段

薪 谷  翠 3段○

豪快な内股を決める薪谷

女子第一部優勝のミキハウステーム

女子 第 一 部成績 表  (リ グ戦〉

ダイコロ ｈ
Ｗ
士
久

，
■
＋
オ
一
二 コ マ ツ セ コ ム ミキハウス 勝  負 順  位

ダイコロ
△

一

△

0-4
O
②-2

△

0-3 1勝 3敗

三井住友商上
〇

一

△
2-②
O
3-0
O
3-1 3勝 1敗 3

コ マ ツ
O
4-0
O
②-2

O
4-0

△
0-2 3勝 1敗 2

セ コ ム
△
2-②

△
0-3

△

0-4
△
0-4 0勝 4敗 5

ミキハウス
O
3-0

△
1-3

〇

一

O
4-0 3勝 1敗 1



松
前
柔
道
ク
ラ
ブ
が
２
連
覇
達
成

エ
ン
ト
リ
ー
は
９
チ
ー
ム
。
決
勝
戦
は
１
回
戦

２
回
戦
と
危
な
げ
な
い
試
合
内
容
で
勝
ち
進
ん
で

き
た
、
昨
年
の
覇
者
松
前
柔
道
ク
ラ
ブ
。
対
す
る

は
準
決
勝
戦
で
に
し
け
い
を
内
容
差
で
破

っ
た
関

西
医
療
学
園
付
属
整
骨
院
。

先
鋒
、
小
寺
澤
は
得
意
の
袖
釣
り
込
腰
を
連
発

し
合
わ
せ
技
で

一
本
勝
ち
。

中
堅
寺
山
も
木
村
を
上
四
方
固
で
が
っ
ち
り
抑

え

「
一
本
」
。

大
将
江
口
は
右
内
股
で
ゆ
っ
く
り
と
弧
を
描
く

よ
う
に
室
谷
を
赤
畳
に
沈
め
、
松
前
柔
道
ク
ラ
ブ

完
勝
で
嬉
し
い
２
連
覇
達
成
。

■
優
勝
監
督
コ
メ
ン
ト

松
前
柔
道
ク
ラ
ブ
　
中
條
依
久
雄

各
自
が
持
て
る
力
を
発
揮
し
た
の
が
２
連
覇
の
勝

因
。
今
は
部
員
が
３
～
４
人
だ
が
い
ず
れ
は
第

一

部

へ
出
場
し
て
み
た
い
。

女子第二部優勝の松前柔道クラブチーム 女子第二部成績表

優 勝 松前柔道クラブ  第 3位  日 水 製 薬

坤朝憂勝  関西医療学園附属整骨院 第 3位 に し け い【準 決 勝】

松前柔道クラブ 2-0 日 水 製 薬
小寺澤佳奈 2段 ―→←一 三 浦 真 依 3段

○寺 山  古 2段 合わせ技 束 野 妙 利 2段
○江 口 啓 2段 優勢勝ち 益 子 里 美 2段

に  し  け  い  1 -①  関西医療学園附属整骨院
児 玉 久 美 2段

―
松 本 貴 子 3段

○中尾 春 菜 初段 内  股 木村みのり 3段

前田いずみ 2段 崩上四方固 室 谷 美 紀 3段○

松前柔道クラブ 3-0 関西医療学国附属整骨院
○小寺澤佳奈 2段 合わせ技 松本貴子 3段
○寺 山 茜 2段 上四方固 木村みのり 3段
○江 口 啓 2段 内  股 室谷美紀 3段

松前柔道 クラブ 1

県南柔友会・秋田 2

日 水 製 薬 3

+全会・聖明病院 4

に  し け  い 5

東 洋 観 光 6

夕カメディカル

関西医療学園附属整骨院

日本エースサポート

松前柔道クラブ

勝】【決
７

　

　

８

　

　

９



第
５４
回
全
日
本
実
業
柔
道
団
体
対
抗
大
会
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
開
催

５
月
２９
日
（土
）
１９
時
よ
り
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
第
５４
回
全
日
本
実
業
柔
道
団
体
対

抗
大
会
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、

（財
）
全
日
本
柔
道
連
盟
の
嘉
納
会
長
や
秋
田
商
工
会
議
所
の
辻
会
頭
を
は
じ
め
、
多
数
の

ご
来
賓
の
方
々
や
、
連
盟
役
員
、
並
び
に
地
元
関
係
者
な
ど
総
勢
‐５０
余
名
の
参
加
が
あ
り
、
大
会
の
成

功
を
期
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

山
国
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
辻
会
頭
の
歓
迎
の
ご
挨
拶
の
後
、
秋
田
県
教
育
委
員
会
飯
塚
教
育
長

の
乾
杯
の
音
頭
で
祝
宴
に
入
っ
た
。

祝
宴
の
中
で
は
、
日
本
を
代
表
す
る
民
謡
歌
手
の
小
野
花
子
さ
ん
よ
り
秋
田
民
謡
が
披
露
さ
れ
た
。

和
や
か
な
雰
囲
気
の
後
に
秋
田
県
柔
道
連
盟
北
林
会
長
の
発
声
に
よ
る
閉
会
の
辞
で
お
開
き
と
な

っ
た
。

「定
時
総
会
」
開
催
さ
れ
る

第
４３
回
定
時
総
会
及
び
平
成
１６
年
度
理
事
会

は
、
平
成
１６
年
５
月
２８
日
１７
時
３０
分
か
ら
秋
田

キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
４
Ｆ
矢
留
の
間
で
開
催
さ

れ
、
第
１
号
議
案
か
ら
第
５
号
議
案
に
つ
い
て
、

満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

第
１
号
議
案
　
平
成
１５
年
度
事
業
報
告

第
２
号
議
案
　
平
成
１５
年
度
収
入
支
出
決
算

第
３
号
議
案
　
平
成
１６
年
度
事
業
計
画
案

第
４
号
議
案
　
平
成
１６
年
度
収
入
支
出
予
算
案

第
５
号
議
案
　
平
成
１６
年
度
役
員
改
選

山国会長のあいさつ辻秋田商工会議所会頭のあいさつ

2004年 アテネオリンピック代表選手 (当運盟所属)

〔男  子〕

野 村 忠 宏

(ミキハウス)

内 柴 正 人

(旭化成)

谷  亮 子
(トヨタ自動車)

高 松 正 裕
(旭化成)

横 澤 由 貴
(三井住友海上火災保険)

塘 内 将 彦
(旭化成)

〔女  子〕
63kg級

谷 本 歩 実
(コ マツ)

井 上 康 生

(綜合警備保障)
鈴 木 桂 治
(平成管財)

上 野 雅 恵   塚 田 真 希
に丼住友海上入災保険)    (綜 合警備保障)

66kgネ及 73kgネ及60kgネ及 81kg級 100kgネ及 100kg超 級

発

行

日
　
２
０
０
４
年
７
月
５
日

発
　
　
行
　
全
日
本
実
業
柔
道
連
盟

発

行

人
　
事
務
局
長
　
郷
田
博
史

取
材
協
カ
　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
宮
澤
正
幸

印
　
　
刷
　
ダ
イ
コ
ロ
株
式
会
社

48kgネ及 52kg糸及

h

70kg級 78kg超級

写真提供 :日本柔道新聞社


